
RaMSフロン管理DXフォーラム2026を開催しました 

 

JRECO は 2026 年 10 月 14 日、東京都港区の機械振興会館において「RaMS フロン管理 DX フォ

ーラム 2026」を開催しました。 

 

当日は、環境省フロン対策室 奥野文佳係長による「フロン排出抑制法の最新動向」に関する基調講

演に続き、JRECO が冷媒管理 DX と設備更新戦略に関する取組を紹介しました。また、RaMS 利用

企業等を対象に実施した「RaMS フロン管理実態調査 2026」の結果についても報告しました。 

さらに、RaMS を有効に活用している企業を表彰する「RaMS 活用事例アワード 2026」を開催し、

受賞企業による活用事例の発表と表彰を行いました。 

各社の発表では、多数の機器を点検漏れなく管理する仕組みづくりや、社内への導入・展開に向け

た工夫、現場の業務負担の軽減、蓄積した点検・整備データの分析によるフロン漏えいの未然防止

や、将来の低 GWP 機器への更新計画への活用など、法令遵守にとどまらない具体的で新たな取組

も報告されました。 

これらの発表は、各社が現場での試行錯誤や継続的な改善を重ねてきた成果を示すものであり、聴

講者にとっても多くの気づきや学びを得る機会となりました。 

表彰式の最後には、東京都環境局 環境改善部 環境保安課の上原麻衣子課長からご講評をいただき、

各社の取組は今後のフロン管理の充実・強化に向けても参考になるとのお言葉をいただきました。 

 

JRECO は今後も、フロン排出抑制法の遵守の重要性や、適切なフロン類管理の社会的意義につい

て啓発を進めるとともに、RaMS による管理業務の電子化・一元化、業務効率の向上、蓄積データ

の有効活用などを通じて、事業者の皆様による適切かつ効率的なフロン管理を支援してまいります。 

≪基調講演 環境省フロン対策室≫  ≪フォーラム会場の様子≫    ≪表彰企業様 記念写真≫ 
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